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６ MILAI 3に求めたこと 

これまでの機能を継承する 

市町立図書館の負担を減らしたい 

 

６ MILAI 3に求めたこと 

●より効率的に利用できる機能追加 
 
 ・ゆにかねっと、Amazonなどを検索 
  対象に設定可能 
 
 ・物流スケジュールを依頼の優先順位付け 
  に反映 
 
 ・長期休館中の依頼受付停止機能 

市町立図書館の負担を減らしたい 

 

６ MILAI 3に求めたこと 

●クラウドに対する懸念 
 
 ・個人情報を館外に持つことのリスク 
 
 ・インターネット回線遮断による業務停止 
  のリスク 

クラウドサービス活用の検討 

７ MILAI ３の特徴 

７ MILAI ３の特徴 

●クラウドに対する期待 
 
 ・最新のサーバ環境を容易に維持できる 
 
 ・災害発生時のリスク対応が強化される 
 
 ・電源保守点検等で停電の必要が生じても、

県内の相互貸借を滞らせることがなくな
る 

クラウドサービス活用の検討 今回のシステム構成 

●MILAI 3 

 →サーバはシステムベンダーのデータセ
ンターに設置（SaaS） 

  SaaS  Software as a Serviceの略。ソフトウェア 
   の機能のうち、ユーザが必要とするものだけ 
   をサービスとして配布し利用できるようにし 
   たソフトウェアの配布形態。 

●業務システム 

 →サーバは従来どおり館内に設置 

７ MILAI ３の特徴 
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役割の分担 

●県立図書館 
 →開発および運用を行う 
 
●県内図書館 
 →横断検索に参加する場合は、自館の

WebOPACに対して検索プロトコルに対
応した設定を行う 

７ MILAI ３の新しい特徴 

情報発信機能 

７ MILAI ３の新しい特徴 

ベースはNetCommons2 

資料情報だけでなく、図書館情報の
「ハブ」となれる可能性がある 

 

【第1段階】 
個別に郵送 

県立 

A市 

B町 

C市 

県立 

A市 

B町 

C市 

【第2段階】 
協力車を運行（月2～4回） 

８ 物流ネットワーク構築の歴史 

三重県内の物流（宅配便導入以前） 三重県内の物流（宅配便導入後） 

県立 

A市 

B町 

C市 
県
立
行 

Ｂ
町
行 

Ｃ
市
行 

県
立
行 

Ａ
市
行 

Ｃ
市
行 

県
立
行 

Ａ
市
行 

Ｂ
町
行 

県立図書館が集配センター的な役割を担う 

９ 現在の物流ネットワーク 

愛知・岐阜・富山各県との連携 

10 他県との物流ネットワーク 

●愛知県・岐阜県 

 →2005年6月、「東海三県県立図書館間の
図書館資料相互貸借の推進に関する協
定」を締結 

●富山県 

 →2006年3月、「三重県立図書館と富山県
立図書館間の図書館資料相互貸借の推進
に関する協定書」を締結 

県域を越えた物流網 

県立 

市町立 

三重大 

三重県 愛知県 

県立 

市町村立 

名古屋大 

南山大 

名古屋市 名古屋市立大 

県立 

市町村立 

岐阜県 

市町村立 

県立 

富山県 

10 他県との物流ネットワーク 
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10 他県との物流ネットワーク 

利用実績 

2009 2010 

愛知県へ貸出 540 640 

愛知県から借受 3,274 3,044 

岐阜県へ貸出 399 462 

岐阜県から借受 611 635 

富山県へ貸出 153 225 

富山県から借受 211 157 

●メリット 

 ・市町立図書館における送料負担減 

 ・県域を越えた相互貸借が容易に 

 

●デメリット 

 ・県立図書館の費用・人的負担増 

 ・資料の搬送期間の長期化 

10 他県との物流ネットワーク 

メリットとデメリット 

●三重県図書館協会 

 →県内の公共図書館、大学図書館、特殊図
書館、その他関係機関との連絡提携のも
とに、図書館事業の進歩発展を図り、本
県文化の発展に寄与することを目的とす
る 

県内での協力体制 

三重県図書館協会 資料相互貸借協定 

三重県図書館協会 ネットワーク部会 

11 協力体制 

●東海北陸地区公共図書館協議会 

 →東海北陸地区における公共図書館事業の
振興及び相互間の協力を図ることを目的
とする 

 

東海北陸地区県立・指定都市立図書館資料相互貸借協定 

東海北陸地区の各県立図書館・名古屋市鶴舞中央図書館の間の
相互貸借にかかる費用は原則として片道ずつ負担する 

県域を越えた協力体制 

11 協力体制 

●東海地区図書館協議会 

 →東海地区の公共図書館と大学図書館とが、サービスの
多様化と専門性の高まりに協同して対応し、館同士の
連携と交流を深め、さらに職員の専門性の育成と能力
の向上を実現して、社会の要請に応えるための態勢を
構築する 

 

東海地区図書館協議会 資料相互利用に関する協定 

大学図書館と公共図書館との間での資料の相互利用を促進 

館種を越えた協力体制 

11 協力体制 12 「明日の県立図書館」 

「三重県立図書館改
革実行計画」として、
平成23年度から4年
間の取組方針をまと
めたもの 
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